
 

令和４年度 

西宮市乳幼児健康診査検討会 会議録（要約） 

 

日時：令和５年２月３日（金）１３時４５分～１５時 

会場：中央保健福祉センター２階 大研修室 

出席者：【西宮市医師会】山田 浩（会長）、奥窪 明子、今泉 正德、宮光 世裕 

    【西宮市歯科医師会】鷹取 規子 

    【学識経験者】田中 靖彦 

 【西宮市】麻生 和良、福田 典子 

    【事務局】 

保健所副所長：園田 敏文 

地域保健課：浦岡 由紀（課長）、中東 初美（担当課長）後藤 眞理、松田 有香、 

杉森 佐智子、淺原 康子、北原 綾、福田 絹、岡田 ユリカ、豊田 ひより、 

中作 美和子、寺尾 寿子、森 英里奈、大野 有紀子、谷澤 由里子、洲崎 紘子 

    健康増進課：神田亜希子 

 

１．開会 

 

２．会員、事務局職員の紹介及び会長、副会長の選出 

名簿参照。西宮市乳幼児健康診査検討会設置要綱第４条の規定により会長は山田会員に、副会長

は石田会員に決定する。 

 

３．報告・意見交換  ＜議事進行：山田会長＞ 

（１）令和３年度 乳幼児健康診査実施報告 

○事務局  資料 P.1～20 

・各乳幼児健康診査の対象者数・受診者数・受診率・実施回数について報告する。 

・医師診察結果内訳・医師所見・要精密検査の結果・継続支援状況等について報告する。 

・乳幼児健康診査未受診児の対象者・把握数・把握方法内訳・結果内訳等について報告する。 

  ・１歳６か月児と３歳児健康診査の歯科健診結果(う蝕有病率・平均う歯数等)について報告する。 

  ・健やか親子 21 問診項目の集計結果について報告する。 

 

 〇会員 

山田会長：要精密検査の未受診者の数は例年と変わりないか。３歳児健康診査における眼科・

耳鼻科項目で多いように感じるがいかがか。 

〇事務局 

例年と同様の数である。 

 

 〇会員 

  山田会長：１歳６か月児健康診査において、う蝕有病者平均う歯数が前年度よりも増加してい

るがその理由は。 



 

 〇事務局 

  当日回答できず。詳細を確認したところ、う歯保有者数は減少しているが、う歯数の多い児が

数名おり、それにより保有者一人当たりのう歯数が多くなっていると考えられる。 

 

〇会員 

  山田会長：健やか親子 21 の調査対象は。また、調査はいつまで実施されるのか。 

〇事務局 

  乳幼児健康診査の受診者全員を調査対象としている。健やか親子 21（第２次）は今年度で終了

となっており、次年度以降に国から新指標が示される予定である。 

 

（２）令和４年度 乳幼児健康診査実施状況 

 ○事務局  資料 P.21～22 

・対象者数・受診者数・受診率について報告する。 

・令和４年 11 月より開始した眼科屈折検査の結果について報告する。 

 

 〇会員 

  山田会長：新型コロナウイルス感染症の流行による受診率への影響はあったか。 

 〇事務局 

  ４～12 月の集計を見ると、受診率は例年よりやや低くなっている。受診率の動向については、

１～３月の受診結果も踏まえ見ていきたい。 

 

 〇会員 

  今泉会員：屈折検査を導入することができ良かったが、眼科診察もあることが望ましい。眼科診察の

再開についても検討していただきたい。 

 〇事務局 

再開時期については、今後検討していきたい。 

 

 〇会員 

  山田会長：暴れていて屈折検査ができない等のケースはあったか。 

 〇事務局 

  発達に課題のある児等では検査ができないこともあった。 

 

（３）令和３年度 療育機関への紹介数と受診結果 

 〇事務局  資料 P.23～24 

  療育機関への紹介数と受診結果について報告する。 

 〇会員 質疑なし 

 

（４）未受診者および居所不明者調査の流れ 

 〇事務局  資料 P.25～26 

未受診者および居所不明者調査の流れについて説明する。 



 

 〇会員 

  田中会員：要保護児童対策協議会にて検討するケースは年間どれくらいいるのか。 

 〇事務局 

今年度、要保護児童対策協議会で検討する児はおらず、訪問等で把握するよう努めている。 

 

（５）市民からの意見等 

 〇事務局  資料 P.27 

  市民からの意見等３件を紹介。 

 

 〇会員 

  山田会長：３歳児健康診査における脱衣について、同様の意見は多く聞かれているか。 

 〇事務局： 

  今回、初めて意見があった。診察時はパーテーションがあるが、計測時は周りから見えてしまう。保

護者が希望する場合は、シャツ等を羽織った状態で計測しても問題ないか。 

 〇会員 

  田中会員：問題ないと思われる。 

  山田会長：問題ないと思うが、視診の重要性は忘れないようにしたい。 

 

４．協議事項  

（１）消毒実施について 

〇事務局 

新型コロナウイルス感染症５類移行後の実施方法について説明。 

 

 〇会員 

  田中会員：消毒がなくなることに抵抗を感じる方もいるため、実施する方が良いのでは。 

  山田会長：事務局内で協議し、方針を示していただきたい。 

 

（２）健康チェックについて 

〇事務局 

 新型コロナウイルス感染症の５類移行後の基準について説明。 

 

〇会員 

田中会員：海外渡航の項目は削除して良い。 

 山田会長：新型コロナウイルス感染症関連の項目も削除して良い。 

 

５．令和５年度 乳幼児健康診査について 

 〇事務局 

・令和５年度の実施日程、４か月児健康診査票の変更点、４か月児健康診査整形外科紹介状の様

式、４か月児・１歳６か月児健康診査における胸囲及び３歳児健康診査における頭囲廃止につ

いて説明する。 



 

〇会員 

  宮光会員：４か月児健康診査における整形外科医の出務は一旦なくなるが、整形外科医の中で出務を

するべきだと言う声も挙がっている。また、４か月児健康診査票において、整形外科項目

「その他」の欄にある「大腿皮膚溝非対称」と「鼠径皮膚溝非対称」は合わせて一つの項

目である。「精密検査が可能な西宮市内整形外科医療機関一覧」は更新をお願いしたい。 

今泉会員：感染予防の観点も重要だとは思うが、眼科診察の再開を検討していただきたい。 

 

６．閉会                                 

 

以  上 


